
１　施設の概要

指定期間

「職員数は平成30年５月１日現在」

２　収支の状況

別紙２

公の施設の指定管理者における業務状況評価

平成30年7月24日

施 設 名 高知県立のいち動物公園 所管課
土木部
公園下水道課

指 定 管 理 者 名 公益財団法人高知県のいち動物公園協会 平成26年4月1日 ～ 平成31年3月31日

施 設 所 在 地 高知県香南市野市町大谷７３８

【公園全体】
　面積：１９．９ha
　開館時間：９：３０～１７：００
　休園日：月曜日（祝日の場合はその翌日）、１２月２７日～１月１日
　入園料：大人４６０円（年間１，５４０円）
             18歳未満・高校生以下・高知県長寿手帳を持参の方は無料

職 員 体 制 　常勤職員：26人　　　　非常勤職員：10人　契約社員：7人　　　　　合計：　　　　43人

単位：千円

平成28年度（決算） 平成29年度（決算） 平成30年度（予算）

県支出金 384,190 382,549 386,845

使用料・手数料 22,906 23,467 25,092

その他 6,182 16,033 7,945

収入計　　（ａ） 413,278 422,049 419,882

事業費 0 0 0

管理運営費 177,625 186,992 184,630

人件費 235,653 235,057 235,252

その他 0

支出計　　（ｂ） 413,278 422,049 419,882

収支差額　（ａ）－（ｂ） 0 0 0

事 業 内 容

１．公園の利用許可及び利用料金の徴収
２．公園の施設及び物品の維持管理
３．公園の設置目的を達成するための企画及び実施
４．動物の飼育と展示
５．種の保存、自然保護、調査研究
６．県民やボランティア等との協働事業の推進
７．公園に関する要望及び苦情の処理
８．緊急対応体制の確立
９．清掃及び植栽管理
10．警備業務

施 設 内 容
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３ 利用状況

平成28年度（実績） 平成29年度（実績） 平成30年度（目標）

①年間利用者数 (単位：人) 159,453 163,531 160,000

○ 利用者アンケート等の実施状況（時期・方法・回答数・調査結果等）
　入園者が多いイベント開催時や、ゴールデンウィークや夏休み期間に、手渡
しによるアンケートを実施。
　1回あたり数十～100件近くのアンケート回収している。

○ 利用者意見等を踏まえた対策
　アンケートを良い点・要望・苦情などに分類し職員間で共有するとともに要
望や苦情については管理運営に反映を行っている。
　喫煙に関する苦情に対応するため、３月１日から園内全面禁煙を実施して
いる。

○ その他

　第三者機関「のいちの風委員会」の提言を受け、高齢者にも優しい見学コー
ス「緩やかコース」の設定を行っている。

③その他特記事項

４　平成29年度業務評価

項　　　　　　　目 状　　　況　　　説　　　明

①適正な管理運営の確
保

　開園日の設定について、利用者サービス向上のため、日曜と祝日に挟まれ
た定休日開園や、開園記念日の無料入園、閉園時間を延長した夜の動物公
園の実施など、柔軟な対応を行っている。
　清掃は園内のすみずみまで行き届いており、来園者からの評価も高い。
　近年様々な動物種で新規導入が難しくなってきているため、動物の繁殖を
強化しており、今年度はビントロングやレッサーパンダなどの繁殖に成功する
など、16種136頭を生育し、動物園の役割の一つである「種の保存」を果たし
ている。

②利用者サービスの維持
向上

　事業計画に基づいて適切に行われている。
　視覚障害者を主な対象とした「さわる動物園」を開催するなど、年間企画イ
ベント40、月間企画イベント10、展示企画イベント７の計57の企画イベントを実
施。
　物部川地域の観光産業関係者との広域連携など利用者層の拡充に向けた
取り組みを行っているところは評価できる。
　また、中学生・高校生の職場体験や学芸員資格の博物館実習等の受け入
れ、教育用標本貸出、子ども科学図書館などでの園外講演など、幅広い年齢
層を対象とした教育普及活動を継続的に行っている。

③利用実績

　夏から秋にかけて台風が接近し臨時休園もあったが、昨年度の入園者数は
前年度比102.5%の16万3千人とり、目標の16万人を達成している。
　入園者数は休日の日数や天候に大きく影響されるが、今後も積極的なＰＲ
活動を継続し、入園者数の増加に努めてもらいたい。

④収支の状況

　入園者数の増にともない、入園料は前年度比102.3％となったが、開園から
20年以上が経過し施設が老朽化していることから修繕費がかさみ、正味財産
を4,389千円取り崩して対応している。

Ａ

【評価の目安】

Ａ：仕様書の内容や目標を上回る成果があり、優れた管理運営が行われたもの
Ｂ：おおむね仕様書の内容どおりの成果があり、適正な管理が行われたもの
Ｃ：仕様書の内容や目標を下回る項目があり、さらなる工夫・努力が必要なもの
Ｄ：管理運営が適切に行われたとは認められず、大いに改善を要するもの

②利用者意見等の反映

総合評価

　協定書及び事業計画に基づき管理運営業務が適正に実施されたと認めら
れる。
　職員が美観意識を持ち、きめ細やかな清掃を行うなど美観を保つ取り組み
を積極的に行っているところは評価できる。
　物部川ＤＭＯ協議会との連携や、近隣観光施設と連携してイベントを実施す
るなど、利用者の増加に向け多くの取り組みを行っていることは評価できる。
　県内だけでなく県外から集客を増やす取り組みも行っており、今後も継続し
て利用者の増加に努めてもらいたい。
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